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甘草グラブラポリフェノールのヒトにおける抗肥満効果を確認するため、効果用量設定試験として

81 名の軽度肥満成人を甘草グラブラポリフェノール 100mg/日、200mg/日、300mg/日摂取する 3 群及

びプラセボ群に分け、8 週間摂取による効果を検討した。その結果、摂取 8 週目に摂取前と比較して

①300mg/日の摂取による体重・BMI の有意な低減 ②100mg/日以上の摂取による体脂肪量の有意な低

減（8週間で約１kgの脂肪量低減） ③300mg/日の摂取による内臓脂肪面積の有意な低減を確認した。

次に、長期摂取による効果確認試験として 101 名の軽度肥満成人を甘草グラブラポリフェノール

100mg/日摂取及びプラセボ摂取の 2群に分け、12 週間摂取による効果を検討した。その結果、摂取開

始 4、8、12 週目のいずれにおいても甘草グラブラポリフェノール摂取群はプラセボ摂取群に対して

有意に体重増加を抑制した。DXA 法によりこれらの作用は体脂肪の低減によることが示唆された。更

に、抗肥満作用メカニズムを確認するために、食餌肥満マウスに高カロリー食と共に甘草グラブラポ

リフェノールを混餌で連続摂取させ DNA マイクロアレイ法を用いて、肝臓細胞において甘草グラブラ

ポリフェノール摂取により発現が変化する遺伝子群を探索した。その結果、脂肪酸分解系酵素遺伝子

の発現亢進及び脂肪酸合成系酵素遺伝子の発現抑制が認められた。 
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